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中村萬吉教授提出論交審査要旨
早稻田大學敏授中村萬吉ハ、早稻田大學二大正十五年三月十
日登行シタノレ共著r勢働協約の法學的構成」二訂正増補ヲ加ヘ
タルモノヲ論文トシテ提出シ、法學博士ノ學位ヲ請求シタリ。
下記四名ハ同大學法學部敢授會ノ委囑昌依り、右論文ヲ審査シ
報告スルコト左ノ如シ。
右論文「勢働協約の法學的構成」ハ、其論述ノ構成ヲ見ノレ昌
序論ト八章ノ本論トヨリ成り、両其外二附録トシテ、勢働協約
晶關スル文獄、虹二諸外國ノ關係法規及ピ法律案等ノ謬文ヲモ
牧録シアリ。以下其章節ノ順ヲ追ヒ之ヲ槍審センニ、先ヅ、
序論二於テ、獅々勢働協約ノ特質ハ、（一）將來ノ個別的契約
ノ内容ヲ協定スル規範契約ノ典型的ノモノニシテ、從來ノ契約
理論ノミヲ以テハ之ヲ理解スルコト能ノ・ザノレモノナルコト、
（二）叉其協約成立ノ過程ヨリ見ルモ、普通ノ契約ノ成立ガ個別
的取引昌依ル昌反シ、勢働協約ハ合同取引二依ル所謂大量行爲
ナルコト及ピ、（三）其法律分野ノ所属二就キテモ、從來ノ分類方
法晶依ノレ公法、私法ノ何レ昌モ属セザルモノ昌シテ、寧・肚會
法ト樗スル新シキ法域二属スベキモノナルコト等ノ諸鮎二、存
スルモノナリトナシ、而シテ是等ノ諸特質ガ法學的研究ノ興味
ノ中心タノレベキコトヲ論ジ、更二進ンデ勢働協約硫究ノ實際的
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必要昌及ピテ、（一）從來私法上ノ指導原理トセラノレル契約自由
ノ原則ハ、資本家勤勢働者間ノ個人勤個人ノ取引二於テハ、爾
者ノ経濟的能力ノ不季等ナルガ爲メ、之ヲ以テハ到底衡亭ノ結
果ヲ期待シ難ク、勢働協約ハ結局此取引能力ノ不李等ヲ補足シ、
以テ取引二於ケル衡季ヲ期センガ爲メニ登生セル團禮的現象二
外ナラズ。然レドモ勢働協約ハ中世ノ勢働法制ト異り、契約自
由ノ原則ヲ否認スルモノト見ルベ：キニ非ズシテ、却テ之ガ登展
ト見ノレベク、』叉如何二勢働法規ガ完成二近クトモ、資本家ト勢
働者トノ關係ハ全面的ご法典化セラルベキモノニ非ズシテ、両
相互協定二委ネラノレベキ自由ノ領域ヲ存スベク、叉之ヲ存スノレ
ヲ有利トナスベキモノ晶シテ、而シテ勢働協約ノ＼此自由ノ領
域昌於ケル勢働階級ノ自治昌外ナラザルカ故二勢働協約ハ永久
ノ生命ヲ有スルモノト言7可ク、（二）叉勢働組合ハ勢働協約ノ
締結ヲ其主タル目的トナスモノナルガ故二、勢働組合立法ハ勢
働協約ノ法學的構成ノ理解ナクシテハ到底完全ヲ期シ得ベカラ
ズトナシ、以テ勢働協約昌關スル法學的研究ノ切實ニシテ、且
永ク生命ノ存スベキ所以ヲ指摘セヲ。更二論鋒ヲ轄ジテ其法學
的研究ノ方法論二及ゼ、凡ソ勢働協約ノ研究方法昌ハ、（一〉在
來ノ法律概念ヲ前提トシテ專ラ類推的方法二依ラントスル現賞
的ノ立場ト、（二）既存概念ノ拘束ヲ離レ、全ク自由ノ立揚ヨリ
立法論的昌論定セントスル理想主義的立場トアルベケレドモ、
著者ハ何レモ極端二偏セルモノトナシ、進化ノ跡ヲ辿リッツ而
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モ新シキ現象二勤シ、新シキ理解ト理念トヲ以テセントスル、
實謹的ニシテ、且理想主義的方法ヲ張調シ、以テ共研究ノ態度
ヲ明ニセリ。更昌本論二入り
第一章ハ勢働協約ノ事實ト題シ、勢働協約ト稔セラルルモノ
ノ事實的叙述ヲ主眼トナシ、先ヅ其第一節二於テ、勢働協約ノ
歴史的乃至肚會學的概念ノ把握二勉メ、凡ソ勢働協約ノ概念ヲ
論定スルガ爲メニハ、ニッノ方法ヲ以テセザルベヵラズトナセ
リ。而シテ共方法トハ、一・ハ溝極的方法トモ構スベキモノ昌シ
テ、勢働協約二似而非ナルモノトノ差異ヲ明ニシ、以テ勢働協
約ノ限界ヲ劃セントスルモノニシテ、其ニハ積極的方法トモ：欝
スベク、前者ノ如ク潰極的二勢働協約ノ限界ヲ劃スルニ非ズシ
テ、直接二其概念ヲ論定セントスノレモノナリ。著者ハ先ヅ浩極
的方法二依り、勢働協約二似而非ナノレモノトシテ、合同取引、
勢働團結、和解、綜合的勢働契約及ピ共同請負契約等ヲ：撃ゲ、同
時昌是等ノモノト勢働協約トノ差異ヲ明ニシ、以テ勢働協約本
來ノ領域ヲ限定シタル後、更二積極的方法昌依リ、結局勢働協
約ハ傭主側及ビ勢働者側ノ墜方ノ爲メニ勢働二關スル精宝縫績
的ナル季和的秩序ノ成立ヲ目的トスルモノ晶シテ、之ガ爲メニ
當事者讐方ノ協定ニヨリ勢働昌關スル規範ノ設定ヲ必要トシ、
且規範ノ系トシテ規範違反ノ禁止及ゼ斯定ノ期問内、濫リニ之
ヲ憂更スベカラズトノ要求即チ拘束力ヲ必要トスノレモノナリト
論定セリ。第二節ハ勢働協約ノ沿革ト題シ、近世二於ケノレ漱米
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諸國ノ勢働協約ノ沿革ヲ説キ、第三節ハ勢働協約ノ形態ト題シ
テ勢働協約ノ分類ヲ試ミ、勢働協約ハ共當蔀者ヲ標準トシテ團
艘協約ト非團膿協約トノニ種二、地域的標準晶ヨリ工揚協約、
地方協約、及ピ中央協約ノ三種二、又機關ノ有無ヲ標準トシテ
機關ヲ件7協約ト、然ラザノレモノトノニ種二分類シ得ベシトナ
シ、第四節ハ協約ノ内容ト題シテ、勢働協約二於テ規定セラノレ
ヘキ事項ニハ、（一）協約ノ始期、終期、及ピ更新等勢働協約自
艦二關スル規定、（二）綜合的勢働契約規定、（三）虹二勢働規範
晶關スル規定等ノ三種アルコトヲ指摘シタル後、勢働協約ノ核
心ヲナスモノハ結局最後ノ勢働規範二關スルモノナリトナシ、
更二此規範的規定ヲ勢働二關スル規定、及ビ準和二關スノレ規定
ノ爾方面ヨヲ分読セリ。
第＝章ハ勢働協約ノ法學的構成二關スル論雫ノ紹介ト、英批
判ト晶充テ、第一節二於テ間題ノ要織及ピ範園ヲ序読シタル後、
第二節二入ソ、協約ノ数因ト題シテ、勢働協約ノ法律的拘束カ
ノ根擁二關スノレ從來ノ見解ノ叙述及ピ論評ヲ企テタリ。而シテ
勢働協約二法律上ノ張制力ヲ認ムベキャ否ヤニ付キ、積極溝極
爾様ノ法制及ピ學説ノ存スルコトヲ指摘シテ、協約ノ封内的敷
力ト封外的敷力トノ爾方面ヨリ學読ノ検討ヲ試ミ、不特定協約
ノ拘束力二關スノレ學説二付テハ、委任代理読、無権代理説、事
務管理論、第三者ノ爲メニスル契約説等ヲ、叉協約當事者二關ス
ノシ論孚二付テハ、個人主膿説、團禮主膿読、及ピ結合説等ヲ各
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々共典櫨ヲ明ニシテ、之ヲ叙述シタノレ後、簡畢ナル批評ヲ加
へ、更二劃外的敷力二付テハ、從來ノ法律概念ヲ以テ、之ヲ説
明セントスノレ試ミアレドモ、イ酊レモ失敗二終レノレモノナノレコト
ヲ指摘シテ、新法理案出ノ必要ナノレ所以ヲ読ケリ。第二節ハ協
約ノ法律關係ト題シ、更二之ヲニ款二分チ、第一款二於テハ勢
働協約ガ個々ノ勢働契約ヲ如何ニシテ規律スル昌至ルカノ其規
範的作用ノ過程ヲ吟味シタル後、更二勢働協約晶違反シテ締結
セラレタル勢働契約ノ敷力二及ゼ、此瓢二關スル有敷読、無敷
読、取潰説及ゼ自働説ヲ述べ、第二款勢働協約違反ノ場合二備
7ノレ爲メノ法的施設トシテ、組合強制主義、協約強制主義、及
ゼ折衷主義ヲ掲ゲ、併セテ其利害得矢ヲモ論ゼリ。
第三章ハ協約二關スル法制ト題シ、立法例ノ詳述ヲ主眼トセ
ノレモノナリ。而シクー般勢働法制ノ比較研究ハ本著述ノ主眼二
非サルガ故晶詳述ハ之ヲ避クベキモノトナシ、唯勢働協約ノ法
的構成ヲナスニ當リテノ示唆ヲ受ケ得ベキ範園二於テ、叉其目
的ノ爲メニー瞥ヲ試ムベシト胃頭シテ、近世ノ勢働立法ノ傾向
ヲ概説シタル後、rイギリス」、rアメリカ」、rオーストラリヤ」、
「ニユ’一ジーランド」、「スヰス」、「ド’イツ」、「7ランス」、「オ・一
ストリヤ」等ノ勢働法制中勢働協約昌關スル部分ヲ沿革的二略
述セヲ。而シテ勢働協約晶關スノレ諸國法ノ共通的傾向トシテ、
勢働協約ハ團結ヲ基礎トシ、且當事者間ノ契約（協定行爲）ニヨ
リ成立スルコト、協約ノ規範的拘束力ハ協約當事者タノレ團結ノ
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所属者タル個々ノ勢働契約二i封シ、自働的晶法規トシテ作用ス
ルコト、及ピ大量行爲ノ結果トシテ、勢働契約二於ケル契約営
事者ノ個別的意，忠ガ無親セラレ、勢働協約ガ客槻的法規トシテ
勢働契約ノ内容ヲ形成スルモノナルコト等ヲ指摘セリ。
第四彙ハ勢働協約ノ法學的構成ト題シ、本著述ノ核心二當ソ、
又著者自身ノ見解及ゼ主張ヲ記述セノレモノナリ。而シテ第一節
二於テ勢働協約ノ法學的概念ト題シテ、勢働協約トハ、「少クト
モ勢働者側二於ケル團結ト、傭主叉ハ共團結トヲ當事者トシ、合
同取引昌因ソテ成立スル階級的私法上ノ合意（協約行爲）ニシ
テ、特定ノ職業昌付キ勢働條件二關スル協定的自治規約ヲ生ジ
叉協約當事者問昌ハ勢働條件二關スル債権關係ヲ生ゼシムルモ
ノナリ」トノ定義ヲ掲ゲ、此定義ノ簡軍ナノレ分析的読明ヲ加ヘタ
ル後、更昌節ヲ改メ、第二笛以下二於テ前定義中二包含セラノレル
協約、團結、當事者、協定的規約、協定行爲、階級的私法等ノ基本
概念ヲ逐次詳論セリ．今其論旨ヲ要約センニ、第二節團結ノ概
念二於テ、勢働協約ノ基礎タル團結ハ之ヲ團禮トハ匠別スルコ
トヲ要スルモノトシ、團禮ハ其構成分子ト濁立ノ存立ヲ有シ、團
膿ノ行動ハ成員ノ行動ト看徹サノシルコトナキニ反シ、勢働協約
ノ基礎タル團結ハ、多歎人ガ各自二或目的ヲ達セントスル爲メ
ノ協同的組織禮晶シテ、構成分子ヲ離レテ抽象的團髄人格ヲ生
セズ、從テ團結ノ行動ト構成分子ノ行動トノ問二判然タノゾ匿別
ナク、各分子ノ行動即チ團結ノ行爲タル關係二在リトナシ、而シ
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テ此團結ノ特質ヲ以テ勢働協約ノ自働的規範力ノ模機トナシ、
第三節ハ當事者ノ鋤立ト題シ、勢働協約ハ規範ノ設定ヲ目的ト
スノレモノナルモ、合意ニヨリテ成立スルモノナノレガ故二、當皐
者ノ封立ヲ必要トセザルベカラザノレ所以ヲ明ニシ、彼工場委員
制度、賃銀委員制度、及ピ共他ノ協調機關ノ如キハ、事實上勢
資双方ノ代表者ヲ以テ構成スト錐モ、法律的ニハ勢資合同ノ組
織禮トナソ、其決スル所ハ相甥立スル當事者ノ合意二非ザノレガ
故二、勢働協約トハ匠別セザルベヵラズトナセリ。第四節ハ協
定的規範ノ意義ト題シテ、規約ノ本質ヲ究明シ、規約ハ法規的
敷力ヲ生ズルニ至ルモ、元來當事者ノ合意二基クモノナルガ故
二、其法規的敷力ハ客観的法規ノ如ク絶封約二非ズシテ、本質上
箪二協定關係人ノミヲ拘束スル相封的敷力ノミヲ生ズルモノト
論定セリ。第五節ハ協定行爲ノ本質ヲ論ジ、勢働協約ハ當事者
ノ意思表示ヲ構成要素トナスモノナルガ故二、法律行爲ノー種
ナリト錐モ、其法律的敷果ノ内容ガ各當事者ノ意思ヲ反映スル
程度ノ微少ナル鮎二於テ、特異ナルモノアリトナセリ。即チ法
律行爲ノ敷果ニハ當事者ノ欲スルガ故昌付セラルル敷果ト（主
観的目的）、當事者ノ意思ト關係ナク付セ、ラノレ・レ敷果（法ノ客
観的目的二墓ク制約）トノニ種アレドモ、勢働協約ノ如ク滲與
者ノ多藪アル行爲、其他其法律行爲二勤スル法ノ…客観的制約ノ
張大ナル行爲昌アリテハ、各個人ノ主観的目的ヲ悉ク英法的敷
果ノ上二反映實現スルニ由ナキガ故二、此種ノ行爲ハ勢ヒ機械
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化抽象化サレ、當事者ノ意思表示ハ翠二法的敷果登生ノ機緑ト
ナノレ昌過ギズシテ、嘗察者ノ個々ノ意、思ハ、法的数果ノ内容ヲ
モ決スノレモノニ非ズトナシ、而シテ此種ノ行爲二擬スノレニ組織
的法律行爲ノ名融ヲ以テセリ。尤モ此組織的法律行爲ナル概念
ハ、勢働協約ノミナラズ親族法、相績法等身分法上ノ法律行爲ハ
勿論、從來合同行爲ト樗セラノレル法人ノ設立行爲、決議、選墨
等昌モ要當スベキ概念ナリ。然レドモ叉勢働協約ハ更二法人ノ
行爲トモ相異ノレ所アルモノニシテ、勢働協約ハ團結ノ機關タノン
代表者ヲ通ジテ締結セラレタルモノナリト難モ、元來勢働協約
ノ主膿タル團結ハ、法人ノ揚合ノ如ク構成員ヲ離レテ濁立ノ抽
象的人格ナク、團結ノ構成員総禮ガ協同膿トシテ直接二協約ノ
當事者タノレモノニシテ、從テ協約關係人ハ直接昌協約晶ヨリテ
拘束セラノレルモノト論定セリ。第六節ハ協定的自治規約及ピ階
級的私法ノ意義ト題シ、協定ト私法上ノ契約トノ差異ヲ明ニシ、
以テ前節二於ケル協約ノ本質二關スル読明ヲ補充シタル後、階
級的私法ナノレ新法域ノ樹立ヲ主張シ、勢働協約ノ法的敷力ノ淵
源タル協約法ハ階級的私法二驕スルモノナリト論定セリ。而シ
テ其読ク所二依レバ、階級法トハー般的財産法ノ適用ヲ受クペ
キモノノ中二於テ、或種ノ肚會的属性ヲ有スルモノニ付キ、其
枇會的属性二慮ズベキ特別ノ取扱ヲナス爲メニ存スル法制ニシ
テ、而シテ階級法昌ハ官治的（國家的張制）ノモノト自治的ノモ
ノトアソ、自治的ノモノ晶モ亦外治的ト内治的ノモノトアソテ、
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勢働協約法ハ自治的ニシテ且内治的ノ階級法二鰯ストナシ、更
晶進ンデ此階級法ト公法、私法及ビ壮禽法トノ關係二論及セリρ
第五章ハ協約ノ成立ト題シ、第一節晶於テ協約當事者能力、
及ゼ協定行爲能力ヲ論ジ、協約営事者ハ傭主側二在リテハ個人
タルコトヲ得レドモ、勢働者側二在リテハ必ズヤ團結タルコト
ヲ要シ、而シテ協約ノ當事者タノレ爲メニハ其團結ハ協約ヲシテ
意義アラシムノレニ足ノレ〈ミキ相當歎ノモノヲ包容スルコトヲ要シ
且協約ノ成立及ピ維持二適スノレ永績的組織禮タノレコトヲ要スト
読キ、更二行爲能力ノ要件トシテ團結ガ當事者タル揚合二於テ
ハ、其團結ハ機關ヲ通ジテ行動スル外ナク、其機關ノ権限ハ團
結ノ定款又ハ決議二淵源セザルベヵラザノレ勝以ヲモ読ケリ。第
二節ハ合同取引ト題シ、獅々近代法ノ・個人封個人ノ纏濟的闘孚
ヲ目標トスル個人主義的自由主義ヲ其指導精紳トナスモノニシ
テ、從テ勢働協約ノ墓礎トナル團結及ピ合同取引ガ、斯ル個人主
義的法制ノ下二於テハ不法トセラレザル＾ミカラザリシ由來ヲ設
キ、同時二勢働團結及ピ合同取引ノ如キ團禮主義的現象ガ、個人
主義的自由競孚ノ下二於テ登生セザノレペ：カラザル歴史的必然性
ヲ述ベテ、勢働團結適法化ノ諸國法制上ノ沿革及ピ傾向、虹昌
吾現行法制ノ下二於ケル勢働團結ノ地位二論及シ、尚韓ジテ交
渉團禮承認ノ法律的意義ノ解説及ピ立法政策論ヲ爲シ、最後二
合同取引助成施設トシテノ調停制度及ピ仲裁制度等ヲ論ゼリ。
第六葦ノ・勢働協約ノ敷力ヲ論ジタル屯ノ畠シテ、第一節序論
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昌於テ、（一一〉勢働協約ガ個々ノ勢働契約ノ内容ヲ規制スルノ・自
働的（當然的）ニシテ、且形成的ナルコト、（二）然レドモ爾勢
働協約昌違反シタル勢働契約ニシテ、協約ニヨリ営然其内容ヲ
補正スノソコト能ハザル場合アリ、而シテ、此種ノ勢働契約晶在
リテノ・、協約當事者（團結）ノ・此違反ヲ除却シ得ペキコト、
（三）同盟罷業、工揚閉鎖等ノ闘雫手段へ勢資問ノ李和的秩序
ヲ目的トスノレ協約ノ存績期問内二於テ之ヲ利用スルコトヲ得
ノレヤ否ヤ、（四）所騒協約關係人ノ協約違反昌i封シ、協約當事者
タル團結ノ・如何ナノレ責任ヲ負7ベキヤ、（五）就二協約ガ關係ヘ
ヲ規律スノ吟・千篇一律的二非ズシテ規律セラルベ：キ掛象（勢働
者ノ技能叉ノ・仕事ノ性質等）ノ個性二順鷹スル屈伸性ナヵノレペ
カラザル所以等ヲ概読シタル後、第二笛ノ各論二入り、協約ノ
人的敷力、事物的敷力、地域的敷力、及ゼ時問的敷力等二細分
シテ之ヲ詳読シ、更二第三節ノ・協約ノ法規化ト題シテ産業ノ統
一的李和秩序ヲ期スルガ爲メニハ、勢働協約ハ可及的廣汎二適
用セラノレルヲ要ストナシ、協約籏張宣言ノ制度等ノ可否ヲ論ゼ
ソo
第七章ハ協約加入、脱邊及ヒ存績期問ト題シ、勢働協約二當
事者トシテ加入シ叉ハ協約關係ヨリ脱退スル揚合ノ法律關係及
ゼ協約關係ノ終了ヲ目的トスル告知椹拉二協約存績期問ヲ説明
セリ。
第八量ノ・二節二分チ、第一笛二於テ協約違反ノ意義ヲ論ジ、
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第二節二於テ協約蓮反二渕スル救濟手段ヲ説ケリ。共読ク駈二
依レバ、本來ノ意義二於ケル協約違反トヘ協約當專者ガ協約
上ノ義務ヲ履行セザルニヨリテ成立スルモノニシテ、此協約當
事者ノ協約違反ト勢働契約ノ違反ト・・之ブ匿別セザルベヵラザ
ノレノ・勿論、個々ノ協約關係人ノ協約違反ト、協約當事者自身ノ
協約違反トモ亦混同スベキニ非ズト言7昌在り。而シテ此意味
ノ違反二封シテノ・、現行私法上同時履行ノ抗辮及ピ損害賠償等
ノ救濟手段アルベケレドモ、同時履行ノ抗辮・・之ヲ勢働協約ノ
如キ團膿的現象二適用スノレニ於テノ・事態ヲ遷延シ、却テ勢資間
ノ雫議ヲ悪化セシムル虞アリトナシ、叉損害賠償二在リテモ協
約關係人個人二直接二、叉ハ團結ノ財産ノ上二賠償責任ヲ負ハ
シムベキ途アノソモ、何レモー般ノ損害賠償理論二從フペカラザ
ノソ特殊ノ事情アノレコトヲ指摘シ、且諸國ノ立法例ノ．比較研究ヲ
ナセリ。其池協約違反二封スル救濟手段昌ノ・、同盟罷業、工場
閉鎖、「ボイコツト」及ピ「ブラック、リステング」等ノ自救椹昌
依ノレモノト、官磨ノ干渉トノニ種アリトナシ、而シテ官磨ノ干
渉二付キテモ行政的、司法的ノニ種アルコトヲ指摘シ、且其利
害得失ヲ論ゼリ。
之ヲ要スルニ、著者ハ本論文昌於テ、勢働協約ノ杜會的形態
及ビ其機能ヲ如實二把握シ、而シテ如何昌セバ之ヲ法律技術的
二構成シ、以テ全法學髄系中二、矛盾ナク包容シ得ノレヤノ解決
ヲ試ミタルモノナリ。抑々勢働協約ノ如キ事態複雑ニシテ、而
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モ特殊的様相ヲ備フル新現象ノ解読ハ、法學上至難ノ業二属ス
ルモノニシテ、而シデ著者ノ・、之ヲ試ムルニ當リ、凡ソ法律ノ
進化2・既成法理ノ類推的登展二倹ツペ：キモノ昌シテ、若シ此演
繹的方法ニヨリ、合理的ニシテ姜當ナル解決ヲ爲シ得ザノソ場合
二於テ、新シキ法律理念ノ樹立ヲ必要トスル堀ノナリトノ見解
ヲ持シ、從テ英読ク所、一而二於テハ解繹論二出デ、他面二於テ
ハ立法的色彩ヲ帯ブノレニ至レルモノナリ。然レドモ著者ガ最モ
苦心ヲ凝ラシタルハ、其建設的方面二於テ存シタルモノナルコ
トヲ認メ得ベシ。固ヨリ論文ノ構成二於テ、部分的二重複紛糾
ヲ來シタノシ憾アリ、叉，i其推論二鞘ヤ廉ラザル壬ノナキニノ・非ズ
ト雛モ、吾法學界二於テ、勢働協約ノ研究ハ、未ダ殆ド開拓セ
ラレザノソ庭女地ト倣サノソル時二際シ、其研究ヲ公ニシタルハ、
學界二貢獄スル所、鮮カラザノレモノアソト爲シ得ベク・叉其考
震登セノy文獣該博ニシテ、著者ノ造詣深キヲ思ハシムノシモノア
リ。伽テ中村萬吉ハ法學博士ノ學位ヲ受クル資格アリト認ム。
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